




　Ⅰ　研究目的:近年,先天異常児の出生予防は,内外ともに母子保健行政の主

要な焦点の一つとなっている。われわれは疫学的見地から,先天異常児の出生

予防に資するため,

　1)死産中の先天異常を原因とする死産例の統計的解析。

　2)先天異常サーベイランス機構設定に関し,モニタリングの可能性,有用性の

テストをふくむ予備的研究とモニタリングのための共通調査個票試案の作成。

　3)母子保健記録の連結(レコードリンケージ)を,現行母子保健行政上,分散し

て取られている記録類の連結の可能性の検討。

　以上の 3項目について所要な研究を行なうことを目的とした。


